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第14回定期演奏会（2010年、7月18日(日)予定）候補曲（団員･先生提出/選曲委員会まとめ）
	メイン曲
	
	小曲
	

	水のいのち
	高田三郎
	星めぐりの歌
	

	筑後川
	団伊久磨
	落葉松
	

	北極星の子守唄
	新実徳英
	流浪の民
	

	方舟
	木下牧子
	アムール河の波
	

	時は流れても
	池辺晋一郎
	合唱組曲　うたよ　より
	音楽

	富山の三つの民謡
	
	新しい歌　　より
	きみ歌えよ

	初恋のうた
	信長貴富
	新しい歌　　より
	詩人の最後の歌

	季節へのまなざし
	萩久保和明
	アンサンブルのための
	島唄　花

	方舟
	木下牧子
	ディズニー　曲
	

	嫁ぐ娘に
	三善晃
	シング
	カーペンターズ

	どちりなきりしたん
	千原英善
	イエスタディワンスモア
	カーペンターズ

	雨にもまけず
	千原英善
	ほほえみ
	鈴木憲夫

	風に寄せて
	尾形敏幸
	４４羽のべにすずめ
	木下牧子

	初恋の歌
	信長貴富
	グリンピースのうた
	木下牧子

	子どもの歌
	大中　恵
	祈り５
	木下牧子


	（サッチャン）
	
	メサイア　ハレルヤ
	

	死んだ男の残したものは
	武満　徹
	家族
	鈴木行一

	いのちとこころ
	池辺晋一郎
	聞こえる
	新実徳英

	
	
	春よこい
	ユーミン

	
	
	ロシア民謡
	

	小曲
	
	いとしのマドンナ
	ラッソ

	野に咲く花のように
	
	ラシーヌ　讃歌
	フォーレ

	世界に一つだけの花
	
	草笛の歌
	抒情歌

	さくら
	
	高原の宿
	抒情歌

	粉雪
	
	桜貝の歌
	抒情歌

	コスモス
	
	手紙
	アンジェラ　アキ

	サライ
	
	千の風になって
	

	虹
	
	
	


　　　東混声共演の「翼・○△・死んだ男・・・」も候補曲に入りました。
　　　　以上の中から、まずメインステージ曲が、１０月３日の指揮者・パートリーダー会議で選定されます。



２００９年１０月３日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　　本日は両面です。











○東混関連：１８日演奏会終了後、交流会〈銀河の間〉。なおその後の２次会参加は他団の関係上、当団は２０人ほど。


　　　　　　出演後の鑑賞は２階席（自席分の料金は団員個人払い）着席場所は後日また連絡あり。


　　　　　　昼食（弁当）はすばるホールの世話。７００円。１０月３日（本日締切）。


山田和樹先生の練習振り１０月１２日（月・祝日）。午後１時から３時、銀河の間。


山田　茂先生。定年退職されますので、なんらかの祝意を表したいと考えます。


○神戸市役所センター合唱団：１１月１５日演奏会。応援出演依頼。２０人ほど。希望は団長まで。Ｓ福井さんから楽譜と音取りＣＤ、参加者に配布されています。











○団員交流の集い：１２月１９日、レストランを借り切って交流。先生方・団員からの演奏など。前回まで連絡済み。








シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。








赤鉛筆（久しぶりに）―――「明日に向かってがんばろう」―――


　さあいよいよヤマカズ、ヤマシゲ両先生と「東京混声」の皆さんのご公演、そして共演のステージです。キョウエンという言葉は３種類ありますと、ある方に教わりました。「共演・協演・競演」です。最初の「共演」は文字どおり同じステージに立つという意味、「協演」は協力して協奏曲などを演奏、つまり助け合って演奏する意味、「競演」は同じ役がらの表現などを競いあう場合だと辞書にあります。今回の場合は「共演であり協演」でもありましょうが、ある意味「競演」の場ではないかとも考えます。ＳＡＴＢそれぞれに同じ旋律を「東混」と当団が同時に演奏するわけですから、各パート同士が競い合うように歌うわけです。ところでＴのパートでは「死んだ男・・・」の旋律で、なんと高音も高音「上のＡフラット」が続くパッセージがある。フィンランディアではトップＴで少しありましたが、この曲ではぐっと引っ張らなくてはなりません。しかしシャンテ子個人的には嬉しいことにＡ♭が歌えるようになってきたのです。ＶＴの先生方の教えを守って基礎基本どおりに発声練習してきた賜物と感謝の念にたえません。そこで、「プロの東混に負けないぞ。アス（Ａ♭）に向かってがんばろう」というつまらないギャグが落ちになりました。おあとがよろしいようで。























ウェルカム。東京混声合唱団の皆さん！！そして祝、ヤマカズ先生。ブザンソン国際指揮者コンクールご優勝！！


平成２０年４月２７日に引き続き、１年半ぶりのすばるホールご来演！！当時から在団の団員には、非常に感慨深い再演であります。プロ合唱団「東混」は合唱関係者にはまさしく憧れの団であり、レコードやＣＤでその美しいハーモニーを聴いて味わう遠い存在でありました。しかしかつて共演させていただいて交流した東混の方々はヤマカズ・ヤマシゲ両先生始め皆さん、とても優しくて明るく、美しい声の持ち主でした。とりわけ富田林出身のＳ太田真紀さんは５月にもご来場の上、定演に向けてのアドヴァイスを頂きました。「表現することは歌う前から歌うこと、つまり歌う準備が大切ですね。」とのご助言でした。


また、すでに新聞報道でありましたように、山田和樹マエストロは、この度フランスのブザンソン国際指揮者コンクールで堂々優勝の快挙を挙げられました。あの天下の小澤征爾氏、ヤマカズ先生の師の松尾葉子氏がかつて優勝された登龍門を超えられたと報道されています。


その皆さんが再度すばるホールの舞台に立たれようとは夢にも思わぬ嬉しい驚きです。生演奏を聴けるだけでなく、共演の機会もまた設定してくださった。前回の曲「鯨と蜜蜂、エストニア人のヤンよ」に改めて感謝し、その上に今回の１８日にすばるホールご来演。ホール関係者と当団役員さん方のご尽力で夢が再度かないます。「翼よ、○△よ、死んだ男よ（ちょっとブキミ）」よろしくお願いします。（シャンテ子、９月１８日のいずみホール東混演奏会を聴きにいくことができました。そのミラクルヴォイスのヴォイスマジックに感動してきました。一人ひとりが立派なソリストなのに、コーラスになると決して一人の声ではなく、溶け合った声でハーモニーを作られます。その時はビブラートを使わず、響きをまっすぐに出しておられます。ところがソロになると豊かにビブラートを聴かせて歌われます。そういうヴォイスコントロールが見事で美しいのです。――その演奏曲のレモン哀歌、泣きました　――）付記：東混コンマス「山田茂先生」１０月のすばるホールご来演前日に定年ご退職とのこと。おめでとうございます！お疲れ様でした！なお今後も合唱音楽のためにさらなるご活躍を祈念し、倍旧のご指導をお願いいたします！！











合同運営委員会報告：９月５日、１２日の両日、定期演奏会の反省を団員・お客様アンケート集計に基づいて話し合い、それを踏まえての今後の活動と、次回定期演奏会の選曲を話し合う会議を行いました。（出席者：団長、役員、貞松・井関両先生、ＰＲ、ＳＲ、ＰＭ、選曲委員長、定演担当、シャンテ担当。）


○定演反省から：大曲、難曲に取り組める実力がついてきた当団だが、年齢等で暗譜や立ち演奏がきつく感じる団員もいる。全曲暗譜は合唱の質向上につながるけれど、それは原則として弾力的に考えよう。また当団の「辛いことでも言える雰囲気」を大切にして、団員個々は暗譜などに出来るだけの努力をはらい、運営サイドは指揮者とよく相談して、弱者的な立場の団員を大切にしながら、合唱の質を高める曲と共に楽しく歌える曲を歌っていこうなど、意見交流がありました。【※裏面にも関連記事を掲載しています】


○今後の選曲：選曲委員会でまとめられた候補曲（別記）ならびに歌集、源田先生委嘱作品（現在未定）等から１０月３日（本日）の選曲会議（指揮者、役員、ＰＴ）で決定、本日発表の予定。団員からの要望として、組曲などのメインステージ曲は早期に選定されたい。暗譜する為には早く楽譜と音源がほしいからという意見があり、早々の選曲委員会となりました。


註：ＰＲ：パートリーダー　　ＳＲ：サブリーダー　　ＰＭ：パートマネージャー　　





九月五日（土）


　ＶＴは和田先生。三時からの「東京混声・コンサートマスター」山田茂先生の特別練習からついていただき、七時からのＶＴも引きうけてくださいました。アクビの口形でハミングして上から降りてくる音階を発声して、よい響きを捉える練習をしました。


通常練習は、午後に引き続き「翼・○と△・死んだ男。」再度パート毎で音取り後、アンサンブル。○と△の歌は、やんちゃな声で歌うとよいそうです。ヤマシゲ先生のお話では、三つの曲はそれぞれの声の出し方、歌い方が違いますということでした。「宮崎アニメ」を通し練習し、フェスティバルに備えました。


九月十二日（土）


　三時からの「東京混声・コンサートマスター」山田茂先生の特別練習。ヤマシゲ先生は、音楽に歌詞がついている所はよく歌詞の意味をかみしめ、ハミング等歌詞のない部分も、ちゃんと作曲者は意味を持たせていますと言われていました。


通常練習は、「宮崎アニメ」を通し練習し、フェスティバルに備えました。「君をのせて」の最後は、演奏のしめくくりの雰囲気で歌ってくださいとのことでした。


九月十三日（日）


　十二時集合で「コーラスフェスティバル」参加出演しました。演奏曲は「もののけ姫・君をのせて」。参加十八団体。かわいい少年少女や男声・女声・混声（第九の会・少年少女シニア・ももせ合唱団）を鑑賞しました。運営関係者の方々、出演・支援の団員の皆様。お疲れ様、そして多謝！！でも少し残念だったのは一般観客が少なめだったことです。皆さん、次回はどっさり動員しましょう。


九月十九日（土）


　ＶＴは竹岸先生。アクビの口形を保ち響きを作る練習でした。


　練習曲は「合同演奏三曲」アンサンブル中心で、細部の音取り、リズム取り、表情記号の確認等、三日のヤマシゲ先生練習に備えて練り上げていきました。








シャンテ屋さんから多謝感謝：シャンテは担当者が古畑に変わって一周年。十四号となりました。これまでの投稿者の皆様、ご意見など頂いた団長始め役員の皆さん、数々の記事や写真にご協力くださった方々に厚く御礼申し上げます。


　昨年シャンテ担当をお受けして毎月発行を目指し、やれるかなと正直心配でしたが、秋の行楽合宿から始めましたところ、思いのほか記事も集まり、原稿のご投稿も頂き、続けてこられました。団のＨＰにもバックナンバーを全て掲載していただけました。


団員数が増え、また東混との共演で実力が上がり、定期演奏会が大好評。益々発展進化中の当団は記事も豊富です。


　これも一重に岡団長と役員の皆さま、貞松先生、井関先生と指導者の先生方のお陰と感謝します。


「①全ての団員の皆様へ練習状況や連絡事項の周知徹底を。②読みやすく楽しい会報を。③団員・関係者の皆様の声を交流させる場を。」をスローガンとして今後もシャンテを出していきたく、よろしくお願いいたします。（原稿くれー。投稿大々々的熱烈歓迎！！！）





※合同運営会議・定演反省から　　暗譜やハードな練習が、これまでにも増して団員の負担となっており、そのあたりを相談しました。ここ２年はトウコンとの嬉しい共演があり、通常とは違うハイペースであったとし、トウコン後は元のペースに戻す。


また新たに、パートの歌入りの音取りCDの作成や、辛い方の練習時の着席の奨励、演奏会での一部譜面持ちなどを考慮していく事などが話し合われました。熱心に頑張っておられる方に対しては、団としても対処をしていく事が申し合わされました。





演奏会案内


○吹奏楽コンサート：：河内長野吹奏楽団ブルーウィンズ・十月二十四・二十五日・河内長野ラブリーホール。（当団　Ｂ乾さん出演）


○オーケストラコンサート：：すばる交響楽団・


十一月一日・すばるホール。（富田林市少年少女合唱団シニアが賛助出演）








